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基盤と概念

VMware vRealize ™ Automation は、権限を持つ管理者、開発者、またはビジネス ユーザーが新しい IT サービ

スを要求するための安全なポータルを提供します。また、権限を持つユーザーは、特定のクラウドや IT リソースを

管理できます。これにより IT 部門は、業務に合わせて構成可能なサービスをセルフサービス カタログで提供できる

ようになります。

このドキュメントでは、vRealize Automation の特徴と機能について説明します。これには、次の内容に関する情

報が含まれます。

n vRealize Automation コンポーネント

n 共通サービス カタログ

n IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）

n XaaS

n ソフトウェア

VMware vRealize ™ Automation のコスト管理の詳細については、VMware vRealize ™ Business ™ for 
Cloud のドキュメントを参照してください。

注：   vRealize Automation のすべての特徴と機能がすべてのエディションで使用できるわけではありません。各

エディションの機能セットの比較については、https://www.vmware.com/products/vrealize-automation/ 
を参照してください。

対象者

本書は、vRealize Automation の特徴と機能について理解する必要があるユーザーを対象としています。

VMware の技術ドキュメントの用語集

VMware の技術ドキュメントには、新しい用語などをまとめた用語集があります。当社の技術ドキュメントで使用

される用語の定義については、http://www.vmware.com/support/pubs をご覧ください。
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更新情報

次の表には、この製品リリースに伴う『基盤と概念』の変更点が挙げられています。

リビジョン 説明

2020 年 8 月 12 日 マシンのリース に、指定されたリース上限を追加しました。

2019 年 7 月 18 日 展開の拡張と再構成 の XaaS 行を更新しました。

2019 年 5 月 7 日 目次を修正。

2018 年 9 月 20 日 初版リリース。
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vRealize Automation 環境のユーザ
ー インターフェイス 1
vRealize Automation 環境は、複数のインターフェイスで使用および管理します。

ユーザー インターフェイス

これらの表は、vRealize Automation 環境を管理するために使用するインターフェイスを示しています。

表 1-1. vRealize Automation 管理コンソール

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のシステム管理者のタスクには、vRealize 
Automation コンソールを使用します。

n テナントを追加します。

n vRealize Automation ユーザー インタ

ーフェイスをカスタマイズします。

n メール サーバを構成します。

n イベント ログを表示します。

n vRealize Orchestrator を構成します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライ

アンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation コンソール] をクリックしま

す。

vRealize Automation コンソールを開くには、次の 

URL を使用することもできます：https://vrealize-
automation-appliance-FQDNvcac

3 ログインします。

システム管理者ロールを持つユー

ザーである必要があります。
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表 1-2. vRealize Automation テナント コンソール。このインターフェイスは、サービスやリソースの作成および

管理に使用するプライマリ ユーザー インターフェイスです。

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには、vRealize Automation を
使用します。

n 新しい IT サービス ブループリントを申請

します。

n クラウドおよび IT リソースを作成および

管理します。

n カスタム グループを作成および管理しま

す。

n ビジネス グループを作成、管理します。

n ユーザーにロールを割り当てます。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名とテナントの URL 名を使用して、テナントの 

URL を入力します。

https://vrealize-automation-appliance-
FQDN/vcac/org/tenant_URL_name .

2 ログインします。

以下の 1 つ以上のロールを持つユ

ーザーである必要があります。

n アプリケーション アーキテ

クト

n 承認管理者

n カタログ管理者

n コンテナ管理者

n コンテナ アーキテクト

n 健全性サービス ユーザー

n インフラストラクチャ アー

キテクト

n セキュアなエクスポートの利

用者

n ソフトウェア アーキテクト

n テナント管理者

n XaaS アーキテクト

基盤と概念
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表 1-3. vRealize Automation アプライアンス管理インターフェイス。

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには vRealize Automation ア
プライアンス管理を使用します。

n 登録されているサービスのステータスを表

示します。

n システム情報を表示、およびアプライアン

スを再起動またはシャットダウンします。

n カスタマ エクスペリエンス改善プログラム

への参加を管理します。

n ネットワーク ステータスを表示します。

n 更新ステータスを表示、およびアップデー

トをインストールします。

n 管理設定を管理します。

n vRealize Automation ホスト設定を管

理します。

n SSO の設定を管理します。

n 製品ライセンスを管理します。

n vRealize Automation Postgres デー

タベースを設定します。

n vRealize Automation メッセージング

を設定します。

n vRealize Automation ログを設定しま

す。

n IaaS コンポーネントをインストールしま

す。

n 既存の vRealize Automation 環境から

移行します。

n IaaS コンポーネントの証明書を管理しま

す。

n Xenon サービスを設定します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライ

アンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation アプライアンス管理] をクリ

ックします。

次の URL を使用して vRealize Automation アプラ

イアンス管理インターフェイスを開くこともできます：

https://vrealize-automation-appliance-
FQDN:5480

3 ログインします。

n ユーザー名：root

n パスワード：vRealize 
Automation アプライアン

スを展開したときに入力した

パスワード。

表 1-4. vRealize Orchestrator クライアント

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには、vRealize Orchestrator 
クライアントを使用します。

n アクションを作成します。

n ワークフローを作成します。

n ポリシーを管理します。

n パッケージをインストールします。

n ユーザーおよびユーザー グループの権限を

管理します。

n URI オブジェクトにタグを追加します。

n インベントリを表示します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation のスプラ

ッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 ローカル コンピュータに client.jnlp ファイルをダウ

ンロードするには、[vRealize Orchestrator Client] 
をクリックします。

3 client.jnlp ファイルを右クリックして [起動] を選

択します。

4 [続行しますか?] ダイアログ ボックスで、[続行] をクリ

ックします。

5 ログインします。

システム管理者ロールを持つユー

ザーであるか、または vRealize 
Orchestrator コントロール セ
ンターの認証プロバイダの設定で

構成されている vcoadmins グ
ループに属している必要がありま

す。

基盤と概念
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表 1-5. vRealize Orchestrator コントロール センター

目的 アクセス 必要な認証情報

vRealize Automation に組み込まれている

デフォルトの vRealize Orchestrator インス

タンスの設定を編集するには、vRealize 
Orchestrator コントロール センターを使用

します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライ

アンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation アプライアンス管理] をクリ

ックします。

次の URL を使用して vRealize Automation アプ

ライアンス管理インターフェイスを開くこともできま

す：https://vrealize-automation-appliance-
FQDN:5480

3 ログインします。

4 [vRA] - [Orchestrator] の順にクリックします。

5 [Orchestrator ユーザー インターフェイス] を選択

します。

6 [開始] をクリックします。

7 Orchestrator ユーザー インターフェイスの URL を
クリックします。

8 ログインします。

ユーザー名

n ロールベースの認証が設定さ

れていない場合は、root と入

力します。

n ロールベースの認証で設定さ

れている場合は、vRealize 
Automation ユーザー名を

入力します。

パスワード

n ロールベースの認証が設定さ

れていない場合、vRealize 
Automation アプライアン

スを展開したときに入力した

パスワードを入力します。

n ロールベースの認証でユーザ

ー名が設定されている場合

は、ユーザー名に対するパス

ワードを入力します。

表 1-6. Linux コマンド プロンプト

目的 アクセス 必要な認証情報

vRealize Automation アプライアンス ホス

トなどのホストでは、以下のタスクには Linux 
コマンド プロンプトを使用します。

n サービスの開始または停止

n 構成ファイルの編集

n コマンドの実行

n データの取得

1 vRealize Automation アプライアンス ホストで、コ

マンド プロンプトを開きます。

ローカル コンピュータでコマンド プロンプトを開く方

法の 1 つは、PuTTY などのアプリケーションを使用し

て、ホストでセッションを開始することです。

2 ログインします。

n ユーザー名：root

n パスワード：vRealize 
Automation アプライアン

スを展開したときに作成した

パスワード。

表 1-7. Windows コマンド プロンプト 

目的 アクセス 必要な認証情報

IaaS ホストなどのホスト上で、Windows コ
マンド プロンプトを使用してスクリプトを実行

できます。

1 IaaS ホスト上で、Windows にログインします。

ローカル コンピュータからログインする方法の 1 つは、

リモート デスクトップ セッションを開始することです。

2 Windows コマンド プロンプトを開きます。

コマンド プロンプトを開く方法の 1 つは、ホスト上で 

[スタート] アイコンを右クリックし、[コマンド プロン

プト] または [コマンド プロンプト (管理者)] を選択す

ることです。

n ユーザー名︰管理者権限を持

つユーザー。

n パスワード︰ユーザーのパス

ワード。

基盤と概念
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vRealize Automation の概要 2
IT 部門は、 VMware vRealize ™ Automation を使用して、業務部門にサービスを提供できます。

vRealize Automation は、許可された管理者、開発者、またはビジネス ユーザーが、ビジネス ポリシーに対する

コンプライアンスを維持しながら新しい IT サービスを要求し、特定のクラウドおよび IT リソースを管理できる安全

なポータルを提供します。インフラストラクチャ、アプリケーション、デスクトップなどの多様な IT サービスの要

求は共通のサービス カタログを使用して処理されるため、一貫した使用環境をユーザーに提供できます。

コスト管理を強化するには、vRealize Business for Cloud を vRealize Automation インスタンスと統合して、

クラウドおよび仮想マシン リソースの月初から当日までの支出を公開し、容量、価格、効率性をより適切に管理しま

す。

注：   バージョン 7.3 以降の vRealize Automation は、vRealize Business for Cloud 7.3 以降のバージョン

をのみをサポートします。

この章には、次のトピックが含まれています。

n オンデマンド サービスのユーザーへの提供について

n vRealize Business for Cloud の概要

オンデマンド サービスのユーザーへの提供について

IaaS、ソフトウェア、および vRealize Automation の XaaS 機能を使用してカスタム オンデマンド IT サービス

をモデル化し、それらを vRealize Automation 共通サービス カタログを介してユーザーに配信できます。

ブループリントを使用してマシンの展開設定を定義します。公開されたブループリントはカタログ アイテムになり

ます。資格のあるユーザーはこのカタログ アイテムを使用してマシンをプロビジョニングします。カタログ アイテ

ムは、ゲスト OS を持たない単一のシンプルなマシンから、ネットワークおよびセキュリティの制御機能を備えた 

NSX ロード バランサで管理される複数のマシン上の複雑なカスタム アプリケーション スタックまで、幅広く対応

します。

単一のマシン展開や単一のカスタムの XaaS リソース用にブループリントを作成または公開できます。また、他の構

成要素を使用したマシン ブループリントと XaaS ブループリントを統合して、複数マシン、ネットワークおよびセ

キュリティ、完全なソフトウェア ライフサイクルのサポート、およびカスタマイズした XaaS 機能を含む詳細なア

プリケーション ブループリントを設計することもできます。また、パラメータ化されたブループリントを使用して展
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開設定を制御できます。このブループリントで、申請時にあらかじめ構成されたサイズ設定やイメージ設定を指定で

きます。公開されるブループリントおよびプループリントのコンポーネントはすべて再利用可能なため、これらのコ

ンポーネントのライブラリを作成し、ネストされた新しいブループリントと組み合わせることで、さらに複雑なオン

デマンド サービスを提供できます。

公開されたブループリントは、サービス カタログの管理者がユーザーに提供することが可能なカタログ アイテムに

なります。サービス カタログは、IT サービスを利用するための統合セルフサービス ポータルです。サービス カタロ

グの管理者は、権限の付与と承認によってカタログ サービス、アイテム、およびアクションにアクセスするユーザー

を管理できます。ユーザーは、カタログを参照して必要なアイテムを申請し、その申請を追跡してプロビジョニング

されたアイテムを管理できます。

基盤と概念
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n IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）の概要

IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）を使用すると、仮想インフラストラクチャと物理インフラス

トラクチャ、プライベート インフラストラクチャとパブリック インフラストラクチャ、またはハイブリッド ク
ラウド インフラストラクチャにまたがるサーバおよびデスクトップを迅速にモデル化し、プロビジョニングす

ることができます。

n ソフトウェア コンポーネントの概要

ソフトウェア コンポーネントにより、動的なクラウド環境におけるミドルウェアおよびアプリケーション展開

のインストール、構成、ライフ サイクル管理が自動化されます。シンプルな Web アプリケーションから、複

雑なパッケージ化されたアプリケーションに至るまで対応できます。

基盤と概念
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n XaaS の概要

XaaS の場合、XaaS アーキテクトが XaaS ブループリントおよびリソース アクションを作成し、それらをカ

タログ アイテムとして公開できます。

n サービス カタログの概要

サービス カタログは、IT サービスを利用するための統合セルフサービス ポータルです。ユーザーはカタログを

参照して必要なアイテムを要求し、要求を追跡して、プロビジョニングされたアイテムを管理できます。

n コンテナ の概要

アプリケーションを開発して vRealize Automation で展開するための特別なインストルメンテーションに

は、コンテナを使用してアクセスできます。

IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）の概要

IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）を使用すると、仮想インフラストラクチャと物理インフラストラク

チャ、プライベート インフラストラクチャとパブリック インフラストラクチャ、またはハイブリッド クラウド イン

フラストラクチャにまたがるサーバおよびデスクトップを迅速にモデル化し、プロビジョニングすることができます。

モデリングは、マシンの仕様である、マシンのブループリントを作成することによって行われます。ブループリント

は、共通のサービス カタログのカタログ アイテムとして公開され、アプリケーション ブループリント内のコンポー

ネントとして再利用できます。資格があるユーザーがこれらのブループリントのいずれかに基づいてマシンを申請す

ると、IaaS によってそのマシンがプロビジョニングされます。

IaaS を使用すると、ユーザー要求および管理者承認から廃止およびリソースの再利用に至るまで、マシンのライフ 

サイクルを管理できます。また、組み込みの構成機能および拡張機能によって、マシンの構成をカスタマイズしたり、

企業にとって重要なその他のシステム（ロード バランサ、構成管理データベース (CMDB)、発券システム、IP アド

レス管理システム、Domain Name System (DNS) サーバなど）をマシンのプロビジョニングおよび管理に連携

する場合の IaaS の柔軟性が高まります。

ソフトウェア コンポーネントの概要

ソフトウェア コンポーネントにより、動的なクラウド環境におけるミドルウェアおよびアプリケーション展開のイン

ストール、構成、ライフ サイクル管理が自動化されます。シンプルな Web アプリケーションから、複雑なパッケ

ージ化されたアプリケーションに至るまで対応できます。

構成可能なスクリプトベースのエンジンを使用することで、ソフトウェア アーキテクトは、ミドルウェアおよびアプ

リケーション展開コンポーネントのインストール、構成、更新、およびアンインストールをマシンで行う方法を完全

に制御できます。ソフトウェア プロパティを使用することで、ソフトウェア アーキテクトはブループリント アーキ

テクトおよびエンドユーザーに環境変数などの構成要素の指定を求めたり、許可することができます。展開を繰り返

し行えるように、これらのブループリントではアプリケーションの構造（マシン ブループリント、ソフトウェア コ
ンポーネント、依存関係、および構成など）が標準化されますが、必要に応じて環境変数やプロパティのバインディ

ングを再構成できるようにします。

ソフトウェア コンポーネントをデザイン キャンバスに正常に追加するには、ビジネス グループ メンバー、ビジネス 

グループ管理者、またはテナント管理者ロールにターゲット カタログへのアクセス権があることも必要です。

基盤と概念
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任意のアプリケーションとミドルウェア サービスの展開

vSphere、vCloud Director、vCloud Air、Amazon AWS の各マシン上の Windows または Linux オペレー

ティング システムに ソフトウェア コンポーネントを展開できます。

n IaaS アーキテクトは、ソフトウェア コンポーネントをサポートするゲスト エージェントと ソフトウェア ブー

トストラップ エージェントを含む、テンプレート、スナップショット、Amazon マシンの各イメージに基づい

て再利用可能なマシン ブループリントを作成します。

n ソフトウェア アーキテクトは再利用可能なソフトウェア コンポーネントを作成して、ソフトウェアの展開の拡

張処理中にマシンでインストール、構成、更新、アンインストールを行う方法を具体的に指定します。

n ソフトウェア アーキテクト、IaaS アーキテクト、アプリケーション アーキテクトは、グラフィカルなインター

フェイスを使用して、アプリケーション展開トポロジをモデル化します。アーキテクトは、ソフトウェア アーキ

テクトの要求に従って ソフトウェア プロパティおよびバインドを再構成し、ソフトウェア コンポーネントとマ

シン ブループリントを組み合わせたアプリケーション ブループリントを公開します。

n カタログ管理者は、公開済みのブループリントをカタログ サービスに追加し、ユーザーにアイテムを申請する資

格を付与することができます。

n 資格を持つユーザーは、カタログ アイテムを申請し、編集可能な構成値を指定します。vRealize Automation 
では、申請されたアプリケーションを展開し、アプリケーション ブループリントで定義されたすべてのマシン、

ネットワーク、セキュリティ コンポーネント、ソフトウェア コンポーネントをプロビジョニングします。

n 資格を持つユーザーは、スケール インまたはスケール アウト アクションを申請して、変化するワークロードの

要求に合わせて展開のサイズを調節します。vRealize Automation では、マシンで ソフトウェア コンポーネ

ントのインストールまたはアンインストールを行って拡張し、依存する ソフトウェア コンポーネントのアップ

デート スクリプトを実行します。

ソフトウェア での標準化

ソフトウェア では、標準化された構成プロパティを使用して再利用可能なサービスを作成して IT コンプライアンス

の厳格な要件を満たすことができます。ソフトウェア には、次の標準化された構成プロパティが含まれます。

n IT 認定済みのマシン テンプレートおよびアプリケーション ブループリント内のミドルウェア サービスを追加

できるモデル駆動型のアーキテクチャ。

n ソフトウェア アーキテクト、アプリケーション アーキテクト、およびエンド ユーザー間の構成名の値のペアを

オーバーライドして、アプリケーションおよびミドルウェア サービスの構成値を標準化するための委任モデル。

ソフトウェア の拡張性とオープン アーキテクチャ

VMware Solution Exchange では、さまざまなミドルウェア サービスやアプリケーション用の事前定義された 

ソフトウェア コンポーネントをダウンロードできます。vRealize CloudClient または vRealize Automation 
の REST API を使用することで、事前定義された ソフトウェア コンポーネントを vRealize Automation インス

タンスにプログラムでインポートできます。

n VMware Solution Exchange にアクセスするには、『https://solutionexchange.vmware.com/store/
category_groups/cloud-management』を参照してください。

n vRealize Automation REST API の詳細については、『プログラミング ガイド』と『vRealize Automation 
API リファレンス』を参照してください。
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n vRealize CloudClient の詳細については、『https://developercenter.vmware.com/tool/cloudclient』
を参照してください。

XaaS の概要

XaaS の場合、XaaS アーキテクトが XaaS ブループリントおよびリソース アクションを作成し、それらをカタロ

グ アイテムとして公開できます。

XaaS を使用すると、VMware vRealize ™ Orchestrator ™ の機能を使用して任意の機能をサービスとして提供

できます。たとえば、ユーザーがデータベースのバックアップを要求できるブループリントを作成できます。バック

アップ要求を完了して送信すると、ユーザーは指定したデータベースのバックアップ ファイルを受け取ります。

XaaS アーキテクトは、vRealize Orchestrator オブジェクト タイプにマップされたカスタム リソース タイプを

作成でき、プロビジョニングするアイテムとして定義できます。次に、XaaS アーキテクトは vRealize 
Orchestrator ワークフローからブループリントを作成し、カタログ アイテムとしてそのブループリントを公開でき

ます。vRealize Orchestrator ワークフローは、事前に定義されているか、またはワークフロー開発者によって独

自に作成できます。

XaaS を使用すると、利用者がプロビジョニングされたアイテムに対して実行できる追加のアクションを設計するこ

ともできます。これらの追加のアクションは、vRealize Orchestrator ワークフローに接続して、プロビジョニン

グされたアイテムをワークフローへの入力として受け取ることができます。XaaS 以外のソースによってプロビジ

ョニング済みのアイテムに対してこの機能を使用するには、vRealize Orchestrator でリソース タイプを定義する

ためにソース マッピングを作成する必要があります。

vRealize Orchestrator およびその機能の詳細については、vRealize Orchestrator のドキュメントを参照して

ください。

サービス カタログの概要

サービス カタログは、IT サービスを利用するための統合セルフサービス ポータルです。ユーザーはカタログを参照

して必要なアイテムを要求し、要求を追跡して、プロビジョニングされたアイテムを管理できます。

サービス アーキテクトと管理者は、新しいサービスを定義して共通カタログに公開できます。サービスを定義する際

に、アーキテクトは要求できるアイテムの種類を指定でき、要求を送信する際に利用者が使用できるオプションを指

定できます。

グループ マネージャまたは業務管理者は、特定のカタログ項目を要求できるユーザー、またはプロビジョニングされ

た項目に特定のアクションを実行できるユーザーなどを指定するビジネス ポリシーを設定できます。また、構成可能

な承認ポリシーをカタログ要求に適用することもできます。

テナント管理者、サービス アーキテクトなどのカタログの管理を担当するユーザーは、IT サービスのユーザーに対

するカタログアイテムの表示方法を管理できます。たとえば、より簡単にナビゲートするためにアイテムをサービス 

カテゴリにグループ化し、ブロードキャスト メッセージでユーザーに新しいサービスを強調表示できます。

コンテナ の概要

アプリケーションを開発して vRealize Automation で展開するための特別なインストルメンテーションには、コ

ンテナを使用してアクセスできます。

基盤と概念
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vRealize Automation は、vRealize Automation のコンテナ によってコンテナをサポートします。コンテナか

ら構築されたアプリケーションや、コンテナと仮想マシンの組み合わせから構築されたアプリケーションをプロビジ

ョニングすることができます。

コンテナ管理者は、コンテナ を使用して次のタスクを実行できます。

n コンテナ化されたアプリケーションを vRealize Automation ブループリントでモデル化する。

n vRealize Automation サービス カタログからコンテナ ホストをプロビジョニングする。

n vRealize Automation 内からコンテナ ホストを管理する。

n ホストを作成し、設定する。

n コンテナのリソース割り当てを設定する。

n テンプレート、イメージ、レジストリを操作する。

n vRealize Automation サービス カタログでブループリントを作成して編集する。

n マルチコンテナ テンプレートを開発する。

vRealize Automation ブループリントには、コンテナ アーキテクトがコンテナ コンポーネントを追加できます。

Integrated コンテナ アプリケーションは、コンテナ インスタンスに関する情報の取得など、コンテナのプロビジ

ョニングと管理を Docker Remote API を使用して行います。展開に関して、開発者は、Docker Compose を
使用してそのアプリケーションを作成し、vRealize Automation から コンテナ を通じて展開することができます。

そのアプリケーションは開発環境から本番環境に昇格する準備が整っているため、開発者は、ダイナミック ネットワ

ークやマイクロ セグメンテーションを含める形でアプリケーションを強化することが可能です。

容量割り当てや承認ワークフローの管理など、コンテナ ホストのインフラストラクチャ管理はクラウド管理者が実行

できます。

vRealize Business for Cloud の概要

vRealize Business for Cloud を使用すると、クラウド運用責任者は支出を監視し、より価格効率が高いクラウド 

サービスを設計できます。

vRealize Business for Cloud には、次のメリットがあります。

n vRealize Automation で仮想インフラストラクチャとパブリック クラウド プロバイダの価格を可視化し、毎

日の価格および月初から当日までの支出の最新情報を提供することにより、アカウンタビリティを高めます。

n プライベート クラウドの価格、効率性、および可用性をパブリック クラウド プロバイダおよび業界のベンチマ

ーク データと比較できるため、仮想インフラストラクチャの効率性が高まります。

n 仮想ワークロードの配置と、新しいハードウェアを購入する代わりにパブリック クラウド プロバイダを使用す

るかどうかの決定を支援します。

vRealize Business for Cloud の詳細については、vRealize Business for Cloud のドキュメントを参照してく

ださい。
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テナントとユーザー ロール 3
vRealize Automation は、1 つの導入環境で複数のテナントをサポートします。ユーザーは常に、特定のテナント

にログインし、そのテナントのタスクを実行します。一部の管理者ロールには、複数のテナントに影響を及ぼす構成

を管理することができます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n テナントの概要

n ユーザー ロールの概要

テナントの概要

テナントは、vRealize Automation 環境の組織単位です。テナントは、サービス プロバイダが提供するクラウド 

サービスに登録している企業または会社のビジネス ユニット単位で作成できます。

テナントはそれぞれ独自に構成されます。一部のシステム レベルの構成は、テナント間で共有されます。

表 3-1. テナント構成

構成領域 説明

ログイン URL 各テナントには、vRealize Automation コンソールへの一意の URL があります。

n デフォルト テナント URL は、https://hostname/vcac という形式になります。

n 追加のテナントの URL は、https://hostname/vcac/org/tenantURL という形式にな

ります。

ID ストア 各テナントには、ユーザーを認証するように構成されている 1 つ以上のディレクトリ サービス

（OpenLDAP または Microsoft Active Directory サーバ）へのアクセス権限が必要です。複

数のテナントに同じディレクトリ サービスを使用できますが、各テナントに対して個別に構成する

必要があります。

ブランディング テナント管理者は、ロゴ、背景色、ヘッダーおよびフッターの情報を含む、vRealize Automation 
コンソールのブランディングを構成できます。システム管理者は、すべてのテナントのデフォルト

のブランディングを制御します。

通知プロバイダ システム管理者は、電子メール通知を処理するグローバル電子メール サーバを構成できます。テナ

ント管理者は、システムのデフォルト サーバをオーバーライドするか、またはグローバル サーバ

が指定されていない場合は、独自のサーバを追加できます。

ビジネス ポリシー 各テナントの管理者は、承認ワークフローや資格などのビジネス ポリシーを構成できます。ビジネ

ス ポリシーは、常にテナントに固有です。
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表 3-1. テナント構成 （続き）

構成領域 説明

サービス カタログ情報 サービス アーキテクトは、カタログ アイテムを作成してサービス カタログに公開し、それらをサ

ービス カテゴリに割り当てることができます。サービスおよびカタログ アイテムは、常にテナン

トに固有です。

インフラストラクチャ リソース 基盤となるインフラストラクチャ ファブリック リソース（たとえば、vCenter Server、
Amazon AWS アカウント、Cisco UCS プール）は、すべてのテナント間で共有されます。

vRealize Automation で管理されているインフラストラクチャ ソースごとに、そのコンピュー

ティング リソースの一部を、特定のテナントのユーザーが使用するために予約することができま

す。

デフォルト テナントについて

システム管理者が vRealize Automation のインストール時にディレクトリ管理を使用して Active Directory の
リンクを構成し、組み込まれているシステム管理者アカウントで vRealize Automation コンソールにログインす

ると、デフォルト テナントが作成されます。その後、システム管理者はデフォルト テナントを構成し、追加のテナ

ントを作成できます。

デフォルト テナントは、テナント構成で説明されているすべての機能をサポートしています。また、デフォルト テ
ナントでは、システム管理者は、ブランディングおよび通知のグローバル システム デフォルトを含むシステム全体

の構成を管理し、システム ログを監視できます。

ユーザーとグループの管理

すべてのユーザー認証は、ディレクトリ管理で構成された Active Directory リンクによって処理されます。各テナ

ントには、ユーザーまたはグループ レベルで認証機能を提供する 1 つ以上の Active Directory リンクがあります。

root システム管理者は、シングル サインオンと基本的なテナント作成およびセットアップの初期構成を実行します。

その際、各テナントに少なくとも 1 人のテナント管理者を指定します。その後、テナント管理者は Active 
Directory リンクを構成し、ユーザーまたはグループに対して、指定したテナント内から必要なロールを割り当てる

ことができます。

テナント管理者は、各自のテナント内にカスタム グループを作成し、そのグループにユーザーやグループを追加する

こともできます。カスタム グループは、ロールを割り当てたり、承認ポリシーにおける承認者として指定したりでき

ます。

テナント管理者は、テナント内にビジネス グループを作成することもできます。ビジネス グループは、多くの場合、

業務、部署、または組織単位に対応し、カタログ サービスとインフラストラクチャ リソースのセットに関連付ける

ことができるユーザーのセットです。ユーザーおよびカスタム グループは、ビジネス グループに追加できます。

シングルテナントとマルチテナントの展開の比較

vRealize Automation は、シングルテナントおよびマルチテナントの展開をサポートします。構成は、展開環境に

存在するテナントの数によって異なります。多くの NSX および vSphere 関連のブループリントの選択内容は、テ

ナントに固有です。

システム全体の構成は、常にデフォルト テナントで実行され、1 つ以上のテナントに適用できます。たとえば、シス

テム全体の構成でブランディングと通知プロバイダのデフォルトを指定することがあります。
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プロビジョニングに使用できるインフラストラクチャ ソースを含むインフラストラクチャ構成は、任意のテナントで

構成でき、すべてのテナントで共有されます。クラウドや仮想コンピュート リソースなどのインフラストラクチャ 

リソースをファブリック グループに分割し、それらのリソースを管理する管理者をファブリック管理者として割り当

てます。ファブリック管理者は、予約を作成することによって、ファブリック グループのリソースをビジネス グル

ープに割り当てることができます。

vSphere および NSX エンドポイント リソースのテナントの割り当てをサポートするため、ブループリントの作成

時には、現在のテナントに適用できるネットワーク プロファイル、予約ポリシー、ストレージ ポリシー、セキュリ

ティ グループとタグ、およびトランスポート ゾーンのみが表示されます。

シングルテナントの展開

シングルテナントの展開では、すべての構成をデフォルト テナントで行うことができます。テナント管理者はユーザ

ーとグループを管理し、テナント固有のブランディング、通知、ビジネス ポリシー、およびカタログの提供内容を構

成できます。

すべてのユーザーは、vRealize Automation コンソールに同じ URL でログインしますが、使用できる機能は各自

のロールによって決まります。
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図 3-1. シングルテナントの例
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注：   シングルテナントのシナリオでは、システム管理者ロールとテナント管理者ロールが同じユーザーに割り当て

られるのが一般的ですが、2 つの異なるアカウントが存在します。システム管理者アカウントは常に 

administrator@vsphere.local です。システム管理者アカウントがローカル ユーザー アカウントを作成し、テナ

ント管理者ロールを割り当てます。

マルチ テナントの展開

マルチテナント環境では、システム管理者は各組織に対して同じ vRealize Automation インスタンスを使用する

テナントを作成します。テナントのユーザーは、それぞれのテナントの URL を使用して vRealize Automation コ
ンソールにログインします。テナントレベルの構成は、他のテナントおよびデフォルト テナントには適用されませ

ん。システム全体を管理するロールを保有するユーザーは、複数のテナントに適用される構成を表示して管理できま

す。

マルチテナントの展開の構成には、主に次の 2 つのシナリオがあります。
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表 3-2. マルチテナントの展開例

例 説明

デフォルト テナントのみでインフラストラクチ

ャ構成を管理する

この例では、IaaS 管理者とファブリック管理者によって、すべてのインフラストラクチャがデフ

ォルト テナントで一元的に管理されます。共有されたインフラストラクチャ リソースは、予約を

使用して各テナントでユーザーに割り当てられます。

各テナントでインフラストラクチャ構成を管理

する

このシナリオでは、各テナントは各自のインフラストラクチャを管理し、それ自身の IaaS 管理者

とファブリック管理者が存在します。各テナントは、独自のインフラストラクチャ ソースを提供す

ることも、共通のインフラストラクチャを共有することもできます。ファブリック管理者は、自身

のテナントのユーザーのみの予約を管理します。

次の図に、一元管理されたインフラストラクチャにおけるマルチテナントの展開を示します。デフォルト テナントの 

IaaS 管理者は、すべてのテナントで使用できるすべてのインフラストラクチャ ソースを構成します。IaaS 管理者

は、種類と必要な目的に応じてインフラストラクチャをいくつかのファブリック グループに編成できます。たとえ

ば、ファブリック グループには、すべての仮想リソースまたはすべての第 1 層リソースが含まれる場合があります。

各グループのファブリック管理者は、各自のファブリック グループからリソースを割り当てることができます。ファ

ブリック管理者はデフォルト テナントにのみ存在しますが、すべてのテナントのビジネス グループにリソースを割

り当てることができます。

注：   仮想マシンのインポートなどの一部のインフラストラクチャ タスクは、ファブリック管理者とビジネス グル

ープ マネージャの両方のロールを保有するユーザーによってのみ実行できます。これらのタスクは、統合管理された

インフラストラクチャにおけるマルチテナントの展開では実行できない場合があります。

図 3-2. デフォルト テナントのみのインフラストラクチャ構成におけるマルチテナントの例
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次の図に、各テナントがそれぞれのインフラストラクチャを管理するマルチテナントの展開を示します。システム管

理者は、デフォルト テナントにログインしてシステム全体の構成を管理し、テナントを作成する唯一のユーザーで

す。

各テナントには、ファブリック グループを作成し、それぞれのテナントにファブリック管理者を指定できる IaaS 管
理者が存在します。ファブリック管理者は、任意のテナントのビジネス グループに予約を作成できますが、この例で

は各自のテナントに予約を作成して管理します。複数のテナントに同じ ID ストアが構成されている場合、各テナン

トで同じユーザーを IaaS 管理者またはファブリック管理者に指定できます。

図 3-3. 各テナントにおけるインフラストラクチャ構成とマルチテナントの例
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ユーザー ロールの概要

ロールは、ユーザーに関連付けて、ユーザーが実行できるタスクを決定する一連の権限で構成されます。ユーザーに

は、各自の責任に基づいてユーザー アカウントに 1 つ以上のロールが関連付けられていることがあります。

すべてのユーザー ロールは、特定のテナント内で割り当てられます。ただし、デフォルト テナントの一部のロール

は、複数のテナントに適用されるシステム全体の構成を管理できます。

システム全体を管理するロールの概要

システム全体を管理するロールは通常、IT システム管理者に割り当てられます。組織によっては、IaaS 管理者ロー

ルをクラウド管理者に割り当てることがあります。
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システム管理者

システム管理者は通常、vRealize Automation をインストールして、他のユーザーに対してその可用性を保証する

責任を負います。システム管理者はテナントを作成し、ブランディングおよび通知プロバイダのシステム デフォルト

などのシステム全体の構成を管理します。また、このロールはシステム ログを監視する役割も持っています。

シングル テナントの展開では、同じユーザーがテナント管理者の役割を担うことができます。

IaaS 管理者

IaaS 管理者は、クラウド、仮想、ネットワーク、ストレージの各インフラストラクチャをシステム レベルで管理し、

エンドポイントと認証情報の作成と管理、および IaaS ログの監視を実行します。 IaaS 管理者は、インフラストラ

クチャをテナント レベルのファブリック グループに編成し、ファブリック管理者を任命します。ファブリック管理

者は、各テナント内で、予約、および予約、ストレージ、ネットワークの各ポリシーを介したリソースの割り当てを

担当します。

システム全体を管理するロールと責任

システム全体を管理するロールを保有するユーザーは、複数のテナントに適用可能な構成を管理します。 システム管

理者はデフォルト テナントのみに存在しますが、IaaS 管理者は任意のテナントに割り当てることができます。

表 3-3. システム全体を管理するロールと責任

ロール 責任 割り当て方法

システム管理者 n テナントを作成します。

n テナントの ID ストアを構成します。

n IaaS 管理者ロールを割り当てます。

n テナント管理者のロールを割り当てます。

n システムのデフォルト ブランディングを構成します。

n システムのデフォルト通知プロバイダを構成します。

n システム イベント ログ（IaaS ログを除く）を監視しま

す。

n XaaS で使用する vRealize Orchestrator サーバを構

成します。

n ファブリック管理者の場合も、テナント全体の予約を作成

および管理（表示、編集、削除）します。

シングル サインオンを構成する際に、組み込み

の管理者認証情報が指定されます。

IaaS 管理者 n IaaS 機能、システム、およびカスタム プロパティを設定

します。

n ファブリック グループを作成および管理します。

n エンドポイントを作成および管理します。

n エンドポイント認証情報を管理します。

n プロキシ エージェントを構成します。

n Amazon AWS インスタンス タイプを管理します。

n IaaS 固有のログを監視します。

n ファブリック管理者の場合も、テナント全体の予約を作成

および管理（表示、編集、削除）します。

システム管理者は、テナントを構成する際に 

IaaS 管理者を指定します。
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テナント ロールの概要

一般的に、テナント ロールでは、責任は特定のテナントに限定され、システムの他のテナントに影響することはあり

ません。

基盤と概念

VMware, Inc. 25



表 3-4. テナント ロールの概要

ロール 説明

テナント管理者 通常は、テナントに対する責任を負っている業務部門管理者、ビジネス マ
ネージャ、または IT 管理者です。テナント管理者は、組織のニーズに合

わせて vRealize Automation を構成します。テナント管理者は、ユー

ザーとグループの管理、テナントのブランディングと通知、および承認、

資格の付与などのビジネス ポリシーを担当します。テナント内のすべて

のユーザーのリソース使用量の追跡および仮想マシンの再利用要求の開

始も行います。

ファブリック管理者 ファブリック グループに割り当てられた物理マシンとコンピュート リソ

ースを管理し、自身のテナントの範囲内で、それらのリソースに関連付け

られた予約とポリシーを作成および管理します。 また、すべてのテナン

トおよびビジネス グループで使用されるプロパティ グループ、マシン プ
リフィックス、およびプロパティ ディクショナリを管理します。

注：   IaaS 管理者またはシステム管理者などのシステム全体のロールに

ファブリック管理者ロールを追加する場合、ファブリック管理者は、自分

だけでなく、あらゆるテナントの予約を作成することができます。

ブループリント アーキテクト ブループリント コンポーネントの作成と、利用者がサービス カタログか

ら申請するカタログ アイテムを定義するブループリントの編成に責任を

負う担当者を指します。これらのロールは通常、アーキテクトやアナリス

トなど、IT 部門に属する担当者に割り当てられます。

カタログ管理者 カタログ サービスを作成および管理し、カタログ アイテムのサービスと

ての提供を管理します。

承認管理者 承認ポリシーを定義します。これらのポリシーは、テナント管理者または

ビジネス グループ マネージャが管理する資格を使用してカタログ要求に

適用できます。

承認者 ライン マネージャ、財務マネージャ、プロジェクト マネージャなどの 

vRealize Automation のすべてのユーザーは、承認ポリシーの一部と

して承認者に任命できます。

ビジネス グループ マネージャ 1 つ以上のビジネス グループを管理します。通常は、ライン マネージャ

またはプロジェクト マネージャです。ビジネス グループ マネージャは、

サービス カタログ内の各グループに資格を付与します。 ビジネス グル

ープ マネージャは、各自のグループのユーザーの代わりにアイテムを申

請して管理できます。

サポート ユーザー ビジネス グループのロールです。サポート ユーザーは、グループの他の

メンバーの代わりにカタログ アイテムを申請して管理できます。

ビジネス ユーザー システムのすべてのユーザーは、IT サービスを利用することができます。

ユーザーは、サービス カタログからカタログ アイテムを申請し、プロビ

ジョニングされたリソースを管理できます。

健全性サービス ユーザー ライン マネージャ、財務マネージャ、プロジェクト マネージャなど、

vRealize Automation のすべてのユーザーは、健全性サービス レポー

トの読み取り専用権限を持つ健全性サービス ユーザーに任命できます。

vRealize Automation のテナント ロールと責任

テナント ロールは、任意のテナントのユーザーに割り当てることができます。ロールには、そのテナントに対する特

定の責任が指定されています。
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表 3-5. テナント ロールと責任

ロール 責任 割り当て方法

テナント管理者 n テナントのブランディングをカスタマイ

ズします。

n テナントの ID ストアを管理します。

n ユーザーとグループのロールを管理しま

す。

n カスタム グループを作成します。

n 通知プロバイダを管理します。

n テナント ユーザーの通知シナリオを有効

にします。

n XaaS で使用する vRealize 
Orchestrator サーバ、プラグイン、お

よびワークフローを構成します。

n カタログ サービスを作成および管理しま

す。

n カタログ アイテムを管理します。

n アクションを管理します。

n 資格を作成および管理します。

n 承認ポリシーを作成および管理します。

n テナントのマシンを監視し、回収要請を送

信します。

システム管理者は、テナントを作成する際にテナ

ント管理者を指定します。テナント管理者は、

[管理] タブからいつでも、テナントの他のユー

ザーにロールを割り当てることができます。

ファブリック管理者 n プロパティ グループを管理します。

n コンピュート リソースを管理します。

n ネットワーク プロファイルを管理しま

す。

n Amazon EBS ボリュームとキー ペアを

管理します。

n マシン プリフィックスを管理します。

n プロパティ ディクショナリを管理しま

す。

n 独自のテナントの予約および予約ポリシ

ーを作成および管理します。

n IaaS 管理者またはシステム管理者の権限

を持つユーザーにこのロールを追加する

と、ユーザーはすべてのテナントで予約と

予約ポリシーを作成および管理できます。

IaaS 管理者は、ファブリック グループを作成ま

たは編集する際にファブリック管理者を指定し

ます。

アプリケーション アーキテクト

ソフトウェア コンポーネントをデザイン キャ

ンバスに正常に追加するには、ビジネス グルー

プ メンバー、ビジネス グループ管理者、または

テナント管理者ロールにターゲット カタログへ

のアクセス権があることも必要です。

n 複合ブループリントの組み合わせ、管理を

行います。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

インフラストラクチャ アーキテクト

ソフトウェア コンポーネントをデザイン キャ

ンバスに正常に追加するには、ビジネス グルー

プ メンバー、ビジネス グループ管理者、または

テナント管理者ロールにターゲット カタログへ

のアクセス権があることも必要です。

n インフラストラクチャ ブループリント コ
ンポーネントを作成および管理します。

n 複合ブループリントの組み合わせ、管理を

行います。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。
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表 3-5. テナント ロールと責任 （続き）

ロール 責任 割り当て方法

XaaS アーキテクト n カスタム リソース タイプを定義します。

n XaaS ブループリントを作成および公開

します。

n リソース マッピングを作成および管理し

ます。

n リソース アクションを作成して公開しま

す。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

ソフトウェア アーキテクト

ソフトウェア コンポーネントをデザイン キャ

ンバスに正常に追加するには、ビジネス グルー

プ メンバー、ビジネス グループ管理者、または

テナント管理者ロールにターゲット カタログへ

のアクセス権があることも必要です。

n ソフトウェア ブループリント コンポーネ

ントを作成および管理します。

n 複合ブループリントの組み合わせ、管理を

行います。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

コンテナ アーキテクト n [設計] タブのオプションを使用して、ブル

ープリントのコンテナ コンポーネントを

追加、編集、および削除します。

n [設計] タブのオプションを使用して、ブル

ープリントのコンテナ ネットワーク コン

ポーネントを追加、編集、および削除しま

す。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーとグループにこのロールを

割り当てることができます。

コンテナ管理者 次のタスクを含め、[コンテナ] タブの使用可能

なすべてのオプションを使用します。

n コンテナのホスト、配置、およびレジスト

リの設定

n コンテナ ネットワークの設定

n コンテナ テンプレートの作成

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーとグループにこのロールを

割り当てることができます。

カタログ管理者 n カタログ サービスを作成および管理しま

す。

n カタログ アイテムを管理します。

n アイコンをアクションに割り当てます。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

ビジネス グループ マネージャ n ビジネス グループで、ユーザーを追加お

よび削除します。

n ビジネス グループで、ユーザーにサポー

ト ユーザー ロールを割り当てます。

n ビジネス グループの資格を作成および管

理します。

n ビジネス グループのユーザーの代わりに

アイテムを申請して管理します。

n ビジネス グループの承認ポリシーを割り

当てます。

n ビジネス グループのリソース使用量を監

視します。

n マシン所有者を変更します。

テナント管理者は、ビジネス グループを作成ま

たは編集する際にビジネス グループ マネージ

ャを指定します。

基盤と概念
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表 3-5. テナント ロールと責任 （続き）

ロール 責任 割り当て方法

共有アクセス ユーザー n 他のビジネス グループのメンバーによっ

て展開されたリソースを使用し、これらの

リソースに対するアクションを実行しま

す。

n 自分自身のための展開は申請できますが、

別のユーザーに代わって展開を申請する

ことはできません。

テナント管理者は、ビジネス グループを作成ま

たは編集する際に共有アクセス ユーザーを指定

します。

承認管理者 n 承認ポリシーを作成および管理します。 テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

承認者 n プロビジョニング申請またはリソース ア
クションを含むサービス カタログ申請を

承認します。

テナント管理者または承認管理者は、承認ポリシ

ーを作成し、各ポリシーに対して承認者を指定し

ます。

サポート ユーザー n ビジネス グループの他のメンバーの代理

としてサービス カタログ アイテムの申請

と管理を行います。

n マシン所有者を変更します。

テナント管理者は、ビジネス グループを作成ま

たは編集する際にサポート ユーザーを指定しま

す。

ビジネス ユーザー n 資格付与の対象となるサービス カタログ 

アイテムを申請します。

n プロビジョニングされたリソースを管理

します。

テナント管理者は、ビジネス グループを作成ま

たは編集する際に IT サービスを消費できるビ

ジネス ユーザーを指定します。

健全性サービス ユーザー n テスト結果を表示できます。

n テストの構成、編集、削除はできません。

IaaS 管理者が任意のロールに権限を指定しま

す。

セキュリティ管理者 n メッセージ ボードの許可リストを作成し

ます。

テナント管理者は、[管理] タブからいつでも、

テナントのユーザーにこのロールを割り当てる

ことができます。

コンテナ のユーザー ロールとアクセス権限

コンテナ固有のロールを使用すると、[vRealize Automation コンテナ] タブのオプションを使用してコンテナを作

成および構成できるユーザー、または [設計] タブのオプションを使用してブループリントにコンテナ コンポーネン

トを追加および構成できるユーザーを制御できます。

コンテナ を有効にすると、vRealize Automation のテナント管理者がユーザーとグループに割り当てることがで

きるコンテナ固有の 2 つのロールがロールのリストに表示されます。

ユーザー ロー

ル 説明

コンテナ管理者 このロールを持つユーザーとグループは、vRealize Automation で [コンテナ] タブを表示できます。ホスト、配置、およびレ

ジストリの構成など、コンテナ のすべてのオプションを使用できます。また、構成や検証を目的として、テンプレートの作成や、

コンテナとアプリケーションのプロビジョニングを行うことも可能です。

コンテナ アー

キテクト

このロールを持つユーザーとグループは、vRealize Automation でブループリントを作成および編集するときに、コンテナをコ

ンポーネントとして使用できます。vRealize Automation で [設計] タブを表示してブループリントを操作する権限を持ちま

す。

基盤と概念
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vRealize Automation の管理者とユーザー ロールに関する情報については、vRealize Automation 情報センタ

ーで『ユーザー ロールの概要』を参照してください。

テナント管理者は、この 2 つのロールのいずれかまたは両方を自分のテナント内のユーザーやグループにいつでも割

り当てることができます。それには、[管理者] タブを開き、[ユーザーおよびグループ] - [ディレクトリ ユーザーお

よびグループ] の順にクリックし、ユーザー名をクリックして次の画面を開きます。

IaaS 管理者は、コンテナ の管理タスクを実行するコンテナ管理者権限を自動的に継承します。

コンテナを含めたカタログ アイテムのユーザーは、コンテナ が提供するリソースにアクセスするために必要な権限

を継承します。ユーザーはコンテナ関連アイテムの詳細を開いて表示し、アイテムに対してプロビジョニング後の操

作を行うことができます。

VMware Identity Manager を介して認証された vRealize Automation ユーザーが、コンテナ へのアクセス権

を持ちます。

vRealize Automation のマルチテナントおよびビジネスグループのメンバーシップは、コンテナ に実装されてい

ます。

基盤と概念
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サービス カタログ 4
サービス カタログは、IT サービスの利用者が必要とするサービスとリソースを要求して管理するために使用する共

通のインターフェイスを提供します。

この章には、次のトピックが含まれています。

n カタログ内のアイテムの要求と管理

n カタログ アイテムの作成および公開

n サービス カタログのサービス

n カタログ アイテム

n アクション

n 資格

n 承認ポリシー

カタログ内のアイテムの要求と管理

カタログは、サービスの展開を要求するためのセルフサービス ポータルです。ビジネス ユーザーは、各自のプロビ

ジョニングされたリソースを管理することができます。

サービス カタログからアイテムを要求し、その展開を管理する一般的なライフ サイクルの例を以下に示します。

IT サービスの消費者である Connie は、vRealize Automation コンソールにログインします。[カタログ] タブで

目的のカタログ アイテムを見つけ、[申請] をクリックします。

申請フォームの [送信] をクリックすると [展開] ページが開き、展開の要求が保留中か、進行中か、完了したかなど

の進捗を追跡できます。要求が完了すると、[展開] ページで [アクション] - [詳細表示] の順にクリックし、[アクシ

ョン] ドロップダウン メニューを使用することにより、展開に対して各種のアクションを実行できます。実行できる

アクションは資格に基づきます。柔軟な承認ポリシーによる承認に基づくこともあります。

カタログ アイテムの作成および公開

カタログ管理者およびテナント管理者は、新しいカタログ アイテムを定義してサービス カタログに公開することが

できます。テナント管理者およびビジネス グループ マネージャは、ユーザーに新しいアイテムの使用資格を付与で

きます。
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通常、カタログ アイテムには、プロビジョニングするリソースと、アイテムの申請に伴って開始されるプロセスの情

報が詳細に指定されています。また、仮想マシン構成やリース期間など、アイテムの申請者に提供するオプションや、

申請者に提供を求める申請時の追加情報を定義します。

たとえば、ユーザー「Sean」は、ソフトウェア コンポーネントや XaaS などのブループリントを作成および公開す

る権限を持っているとします。ブループリントが公開された後、Sean（カタログの管理を担当するカタログ管理者

やテナント管理者）は、アイコンの指定およびサービスへのアイテムの追加を含む、カタログ アイテムの構成を行う

ことができます。

ほかのユーザーがカタログ アイテムを使用するには、サービス カタログ内の特定のアイテムにアクセスするユーザ

ーおよびグループに対し、テナント管理者またはビジネス グループ マネージャがアイテムの使用資格を付与する必

要があります。

サービス カタログのサービス

サービスを使用するとカタログ アイテムを関連するアイテムごとに編成できるので、サービス カタログ ユーザーは

必要なカタログ アイテムを簡単に検索できます。

たとえば、カタログは、インフラストラクチャ サービス、アプリケーション サービス、およびデスクトップ サービ

スに編成できます。

テナント管理者またはカタログ管理者は、サービス時間、サポート チーム、変更ウィンドウなどのサービスに関する

情報を指定できます。カタログによってサービスにサービス レベル アグリーメントは適用されませんが、この情報

は、サービス カタログを参照するビジネス ユーザーが使用できます。

カタログ アイテム

ユーザーは、申請資格を持つカタログ アイテムを含むサービス カタログを参照できます。

一部のカタログ アイテムは、ユーザーがライフ サイクルを通して管理可能なプロビジョニング対象のアイテムにな

ります。たとえば、アプリケーション開発者はサービスとしてストレージを申請し、その後容量の追加、バックアッ

プの申請を行い、以前のバックアップをリストアすることができます。

カタログ アイテムの中には、プロビジョニングされないアイテムもあります。たとえば、携帯電話のユーザーはモバ

イル プランに対して追加の時間（分）の要求を送信することができます。要求により、プランに時間（分）を追加す

るワークフローが開始されます。ユーザーはプロセスの進捗を追跡できますが、追加された時間を管理することはで

きません。

特定のビジネス グループでのみ使用可能なカタログ アイテムもあれば、同じテナント内のビジネス グループ間で共

有されるカタログ アイテムもあります。

アクション

アクションは、プロビジョニングされたアイテムで実行できる操作です。

ユーザーは、[展開] タブにあるプロビジョニングされた項目を管理できます。各オプションには、常に [アクション] 
- [詳細表示][] オプションがあります。展開アクションは、詳細ページで [アクション] を選択することによって利用

できます。使用可能なアクションは、展開のタイプとユーザーの資格によって決まります。

基盤と概念

VMware, Inc. 32



資格

資格は、どのユーザーおよびグループが特定のカタログ項目を要求したり、特定のアクションを実行したりできるか

を決定します。資格はビジネス グループに固有です。

ビジネス グループ マネージャは、自身が管理するグループの資格を作成できます。テナント管理者は、自身のテナ

ント内のどのビジネス グループの資格も作成することができます。資格を作成する場合は、ビジネス グループを選

択し、資格作成対象のビジネス グループ内で個々のユーザーおよびグループを指定する必要があります。

サービス カテゴリ全体に資格を与えることができます。これにより、資格を作成した後にサービスに追加された項目

を含む、そのサービス内のすべてのカタログ項目に資格が付与されます。

また、サービス内の個々のカタログ項目を資格に追加することもできます。サービスにはアクションは含まれていま

せん。アクションを資格に追加するには、[管理] - [カタログ管理] - [資格] メニューの順に選択して個別に行う必要

があります。

資格を付与された各サービス、カタログ項目、またはアクションに対して、その項目の要求に適用する承認ポリシー

を任意で指定することができます。サービス全体の使用資格を付与し、さらに同じ使用資格をサービス内の特定のカ

タログ項目に付与すると、そのカタログ項目の承認ポリシーによりサービスのポリシーがオーバーライドされます。

たとえば、ビジネス グループのメンバーにクラウド インフラストラクチャ サービスの資格を付与すると、このメン

バーは承認ポリシーのないサービスの項目を要求できます。プロビジョニングのために高いガバナンスを必要とする

一部のカタログ アイテムに対して、同じ使用資格を付与、それらのアイテムにのみ承認ポリシーを適用することがで

きます。

ユーザーに使用資格を付与したアクションは、同じ使用資格が付与されたサービスやアクションだけでなく使用資格

のあるアクションをサポートするすべての項目に適用されます。たとえば、インフラストラクチャ サービスのユーザ

ーである Connie に、ある資格でマシンのブループリント 1 と再構成アクションに対する使用資格を付与し、別の資

格でマシンのブループリント 2 の使用資格も付与すると、両方のブループリントでそのアクションを実行できる場合

に限り、Connie はマシンのブループリント 1 およびマシンのブループリント 2 からプロビジョニングされたマシン

を再構成できます。

複数の資格が同じビジネス グループに存在する場合、資格に優先順位を付けることができます。ユーザーがカタログ

要求を行う際、適用される資格および関連付けられた承認ポリシーは、そのアイテムまたはアクションへのユーザー 

アクセスを許可する最も優先順位の高い資格となります。

承認ポリシー

承認ポリシーは、サービス カタログ ユーザーが環境内でアイテムをプロビジョニングする際に、組織の担当者から

承認を得るかどうかを管理します。

承認ポリシーは、テナント管理者または承認管理者が作成できます。ポリシーは、プロビジョニングの前後で作成で

きます。事前承認を設定している場合は、プロビジョニングする前に申請を承認する必要があります。事後承認の場

合は、プロビジョニングされたアイテムが申請したユーザーに提供される前に、申請を承認する必要があります。

ポリシーは特定の資格に追加されているアイテムに適用されます。ポリシーは、[管理] - [承認ポリシー] メニューの

順に選択することにより、プロビジョニング申請の承認または却下が求められるサービス、カタログ アイテム、カタ

ログ アイテム コンポーネント、またはアクションに適用できます。

基盤と概念
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サービス カタログ ユーザーが 1 つ以上の承認ポリシーを含むアイテムを申請すると、承認申請が承認者に送信され

ます。承認されると、申請手続きは続行します。却下されると、申請はキャンセルされ、サービス カタログ ユーザ

ーは却下された旨の通知を受け取ります。

基盤と概念
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IaaS（サービスとしてのインフラスト
ラクチャ） 5
IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）を使用すると、仮想インフラストラクチャと物理インフラストラク

チャ、プライベート インフラストラクチャとパブリック インフラストラクチャ、またはハイブリッド クラウド イン

フラストラクチャにまたがるサーバおよびデスクトップを迅速にモデル化し、プロビジョニングすることができます。

n インフラストラクチャ ファブリックの構成

IaaS 管理者ロールおよびファブリック管理者ロールは、インフラストラクチャ サービスのプロビジョニングを

有効にするようにファブリックを構成します。ファブリックの構成はシステム全体にわたるもので、すべての

テナント間で共有されます。

n インフラストラクチャ ソースのエンドポイント

インフラストラクチャ ソースには、仮想化コンピュート リソースのグループまたはクラウド サービス アカウ

ントを含めることができます。

n コンピュート リソース

コンピューティング リソースは、マシンをプロビジョニング可能な仮想化プラットフォーム、仮想データセン

ター、または Amazon 領域のホスト、ホスト クラスタ、またはプールを表すオブジェクトです。

n データ収集

vRealize Automation は、インフラストラクチャ ソース エンドポイントとそれらのコンピュート リソース

からデータを収集します。

n ファブリック グループ

IaaS 管理者は、仮想化コンピューティング リソースとクラウド エンドポイントを、タイプ別および目的別に

ファブリック グループに編成できます。1 人または複数のファブリック管理者によって、各ファブリック グル

ープ内のリソースを管理します。

n ビジネス グループ

ビジネス グループは、サービスとリソースのセットを（多くの場合、ビジネス、部門、またはその他の組織単

位の行に対応する）ユーザーのセットに関連付けます。

n マシン プリフィックス

プロビジョニングされたマシンの名前を生成するには、マシン プリフィックスを使用します。

n リソースの予約

予約を作成することで、プロビジョニング リソースを特定のビジネス グループに割り当てることができます。
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n マシンのブループリント

マシン コンポーネントを含むブループリントは、マシンのプロビジョニングに使用されるワークフローを指定

します。ブループリントには、CPU、メモリ、ストレージなどの情報が含まれます。マシンのブループリント

は、マシンのプロビジョニングに使用されるワークフローを指定します。ブループリントには、必要なディス

ク イメージや仮想化プラットフォーム オブジェクトの場所などの追加のプロビジョニング情報が含まれます。

ブループリントはまた、リース期間などのポリシーも指定します。セキュリティ グループ、ポリシー、タグな

どのネットワークおよびセキュリティ コンポーネントを含めることもできます。

n マシンのリースと再利用

マシンのリースと再利用のオプションは、リソースの使用状況を管理し、費用を抑えるためのメカニズムです。

n 展開の拡張と再構成

プロビジョニングされた環境を拡張して、変化するワークロードの需要に対応することができます。水平方向

に拡張するにはスケール インまたはスケール アウトのアクションを使用し、垂直方向に拡張するにはマシンの

再構成を使用します。拡張および再構成アクションを管理するには、資格や承認ポリシーを使用する方法か、

ブループリントに制約を直接設計する方法を使用します。

インフラストラクチャ ファブリックの構成

IaaS 管理者ロールおよびファブリック管理者ロールは、インフラストラクチャ サービスのプロビジョニングを有効

にするようにファブリックを構成します。ファブリックの構成はシステム全体にわたるもので、すべてのテナント間

で共有されます。

IaaS 管理者は、インフラストラクチャ ソースへのアクセスを構成するためにエンドポイントを作成します。インフ

ラストラクチャ ソースへの接続が確立されると、vRealize Automation は、そのソースを通じて使用可能なコン

ピューティング リソースに関する情報を収集します。その後、IaaS 管理者はそれらのリソースをファブリック グル

ープに編成し、各グループおよびマシン プリフィックスなどのテナント間の構成を管理するファブリック管理者を割

り当てることができます。

ファブリック管理者は、予約を作成して、テナント管理者がテナント構成中に作成した特定のビジネス グループにフ

ァブリック グループ内のプロビジョニング リソースを割り当てます。オプションで、ファブリック管理者は予約、

ネットワーク、またはストレージ予約ポリシーを構成できます。たとえば、予約ポリシーを作成して、プロビジョニ

ングしたマシンの配置を制御できます。
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ファブリック管理者が予約を作成したら、IaaS アーキテクトは、アプリケーション ブループリントでの再利用のた

めとカタログ管理者のためにマシン ブループリントを作成および公開し、サービス カタログを利用できるようにし

ます。

インフラストラクチャ ソースのエンドポイント

インフラストラクチャ ソースには、仮想化コンピュート リソースのグループまたはクラウド サービス アカウントを

含めることができます。

IaaS 管理者は、vRealize Automation がソースとの通信に使用できるエンドポイントの詳細と認証情報を指定す

ることによって、インフラストラクチャ ソースを構成します。

vRealize Automation は、構成されているすべてのインフラストラクチャ ソースに関する情報を定期的に収集し

ます。

表 5-1. vRealize Automation インフラストラクチャのエンドポイント

インフラストラクチャ ソース エンドポイント

vSphere vCenter Server

vCloud Air vCloud Air OnDemand またはサブスクリプション サービス

vCloud Director vCloud Director サーバ

Amazon AWS または OpenStack クラウド サービス アカウント

Microsoft Azure クラウド サービス アカウント

NSX for vSphere または NSX-T vSphere インフラストラクチャ ソースに関連付けられた NSX ネットワ

ークおよびセキュリティ

Hyper-V (SCVMM) Microsoft System Center Virtual Machine Manager サーバ

KVM (RHEV) Red Hat Enterprise Virtualization サーバ

エンドポイントの作成の詳細については、を参照してください。

コンピュート リソース

コンピューティング リソースは、マシンをプロビジョニング可能な仮想化プラットフォーム、仮想データセンター、

または Amazon 領域のホスト、ホスト クラスタ、またはプールを表すオブジェクトです。

IaaS 管理者は、ファブリック グループに対してコンピューティング リソースを追加したり削除したりすることがで

きます。コンピューティング リソースは、異なるファブリック管理者が管理するグループを含む、複数のファブリッ

ク グループに属することができます。コンピューティング リソースがファブリック グループに追加された後、ファ

ブリック管理者は、特定のビジネス グループに対してその予約を作成できます。その後、それらのビジネス グルー

プのユーザーは、そのコンピューティング リソースでマシンをプロビジョニングすることができるようになります。

各インフラストラクチャ ソース エンドポイント上のコンピューティング リソースおよび各コンピューティング リ
ソースでプロビジョニングされたマシンに関する情報は、定期的に収集されます。
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表 5-2. インフラストラクチャ ソースのコンピューティング リソースの例

インフラストラクチャ ソース コンピュート リソース

vSphere (vCenter Server) ESX または ESXi ホスト、またはクラスタ

Hyper-V (SCVMM) Hyper-V ホスト

KVM (RHEV) KVM ホスト

vCloud Director 仮想データセンター

Amazon AWS Amazon 領域

データ収集

vRealize Automation は、インフラストラクチャ ソース エンドポイントとそれらのコンピュート リソースからデ

ータを収集します。

データは定期的に収集されます。データ収集のタイプごとに、オーバーライドまたは変更が可能なデフォルトの間隔

があります。また、データ収集のタイプごとに、オーバーライドまたは変更が可能なデフォルトのタイムアウト間隔

があります。

IaaS 管理者は、インフラストラクチャ ソース エンドポイントのデータ収集を手動で開始することができ、ファブリ

ック管理者は、コンピュート リソースのデータ収集を手動で開始できます。

表 5-3. データ収集タイプ

データ収集タイプ 説明

インフラストラクチャ ソース エンドポイント データの収集 仮想化環境用の仮想化ホスト、テンプレート、および ISO イメージに関

する情報を更新します。vCloud Director の仮想データセンターとテ

ンプレートをアップデートします。Amazon リージョンと Amazon 
リージョンでプロビジョニングされたマシンを更新します。

エンドポイント データの収集は 4 時間ごとに実行されます。

インベントリ データの収集 リソース使用状況が特定のコンピュート リソースに関連付けられてい

る、仮想マシンのレコード（ネットワーク、ストレージ、および仮想マシ

ンに関する詳細情報を含む）を更新します。このレコードには、管理され

ていない仮想マシン（vRealize Automation 以外でプロビジョニング

されたマシン）に関する情報も含まれます。

インベントリ データの収集は 24 時間ごとに実行されます。

インベントリ データの収集のデフォルトのタイムアウト間隔は 2 時間で

す。

状態データの収集 インベントリ データの収集によって検出された各マシンの電源状態のレ

コードを更新します。また、状態データの収集では、vRealize 
Automation で管理されているにもかかわらず、仮想化コンピュート リ
ソースまたはクラウド エンドポイントで検出できなかった不明マシンを

記録します。

状態データの収集は 15 分ごとに実行されます。

状態データの収集のデフォルトのタイムアウト間隔は 1 時間です。
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表 5-3. データ収集タイプ （続き）

データ収集タイプ 説明

パフォーマンス データの収集（vSphere コンピュート リソースのみ） インベントリ データの収集によって検出された各仮想マシンの CPU、ス

トレージ、メモリ、およびネットワークの平均使用量のレコードを更新し

ます。

パフォーマンス データの収集は 24 時間ごとに実行されます。

パフォーマンス データの収集のデフォルトのタイムアウト間隔は 2 時間

です。

ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データの収集（vSphere 
コンピュート リソースのみ）

インベントリ データの収集によって検出された各マシンの vCloud 
Networking and Security と NSX に関連するネットワークおよび

セキュリティ データのレコード（特に、セキュリティ グループとロード 

バランシングに関する情報）を更新します。

WMI データの収集 （Windows コンピュート リソースのみ） 各 Windows マシンの管理データのレコードを更新します。WMI エー

ジェントは、通常 Manager Service ホストにインストールして、

Windows マシンからデータを収集できるようにする必要があります。

ファブリック グループ

IaaS 管理者は、仮想化コンピューティング リソースとクラウド エンドポイントを、タイプ別および目的別にファブ

リック グループに編成できます。1 人または複数のファブリック管理者によって、各ファブリック グループ内のリソ

ースを管理します。

ファブリック管理者には、グループ内のコンピューティング リソースの予約を作成して、特定のビジネス グループ

にファブリックを割り当てる役割があります。

ファブリック グループは特定のテナント内に作成されますが、それらのリソースは、すべてのテナント内のビジネス 

グループに属するユーザーが使用できるようになります。

ビジネス グループ

ビジネス グループは、サービスとリソースのセットを（多くの場合、ビジネス、部門、またはその他の組織単位の行

に対応する）ユーザーのセットに関連付けます。

ビジネス グループを管理するには、[管理] - [ユーザーおよびグループ] - [ビジネス グループ] メニューの順に選択

します。これは、サービス カタログでアイテムの予約を作成してユーザーに使用資格を付与するときに使用されま

す。

カタログ アイテムを申請する場合、ユーザーはアイテムを申請する資格があるビジネス グループに属している必要

があります。ビジネス グループは、そのグループに固有のカタログ項目および、同じテナント内のビジネス グルー

プ間で共有されるカタログ項目にアクセスできます。各ビジネス グループには、このグループが要求したマシンをプ

ロビジョニングできるコンピューティング リソースを決定する 1 つ以上の予約があります。

ビジネス グループには、グループのリソース使用状況を監視し、多くの場合、カタログ要求の承認者であるビジネス 

グループ マネージャが少なくとも 1 人必要です。ビジネス グループにはサポート ユーザーを含めることができま

す。サポート ユーザーは、グループの他のメンバーの代わりにマシンを申請して管理できます。また、ビジネス グ
ループ マネージャは、ユーザーの代わりに要求を送信することもできます。ユーザーは、複数のビジネス グループ

のメンバーになり、さまざまなグループで異なるロールを持つことができます。
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ビジネス グループの作成の詳細については、を参照してください。

マシン プリフィックス

プロビジョニングされたマシンの名前を生成するには、マシン プリフィックスを使用します。

インフラストラクチャ リソースが必要であると予期されるすべてのビジネス グループに対して、デフォルトのマシ

ン プリフィックスを割り当てる必要があります。すべてのブループリントにはマシン プリフィックスが必要です

が、グループのデフォルト プリフィックスを使用することもできます。

ブループリントの作成中またはビジネス グループの編集中には、現在のテナントに適用できるマシン プリフィック

スのみが公開されます。

ビジネス グループのデフォルトのマシン プリフィックスを指定するには、[管理] - [ユーザーおよびグループ] - [ビ
ジネス グループ] の順に選択して表示される [インフラストラクチャ] タブを使用します。

ファブリック管理者は、マシン プリフィックスを管理する責任があります。プリフィックスはベース名で、その後に

指定された桁数のカウンタが続きます。たとえば、group1 と開発者ワークステーションのプリフィックスが g1dw 
で、カウンタが 3 桁の場合のマシン名は、g1dw001、g1dw002 のように生成されます。プリフィックスでは、1 
以外の数字でカウンタを開始するように指定することもできます。

ビジネス グループによってインフラストラクチャ リソースをプロビジョニングする予定がない場合、テナント管理

者は、ビジネス グループを作成するときにデフォルトのマシン プリフィックスを割り当てる必要はありません。ビ

ジネス グループによってインフラストラクチャ リソースをプロビジョニングする予定がある場合、テナント管理者

は、そのビジネス グループのデフォルトとして、既存のマシン プリフィックスの 1 つを割り当てる必要があります。

デフォルトを割り当てたとしても、ブループリント アーキテクトがブループリントを作成するときに別のプリフィッ

クスを選択することができます。テナント管理者は、ビジネス グループのデフォルト プリフィックスをいつでも変

更できます。将来、新しいデフォルト プリフィックスを使用しても、それまでにプロビジョニングされたマシンには

影響しません。

マシン プリフィックスの作成方法の詳細については、を参照してください。

リソースの予約

予約を作成することで、プロビジョニング リソースを特定のビジネス グループに割り当てることができます。

予約により、メモリ、CPU、ストレージ リソースの一部が特定のコンピューティング リソース、またはクラウド サ
ービス アカウントのデータセンターのプロビジョニング サービスに割り当てられます。

ビジネス グループは、同じコンピュート リソースまたは異なるコンピュート リソースに対して複数の予約を保持で

きます。また、任意の数のマシンを含む予約をいくつでも保持できます。

コンピューティング リソースは、複数のビジネス グループに対して複数の予約を保持できます。

ユーザーがマシンを申請する場合は、マシンに対して十分な容量がある適切なタイプの任意の予約に対してプロビジ

ョニングできます。予約ポリシーをブループリントに適用すると、そのブループリントからプロビジョニングされた

マシンを使用可能な予約のサブセットのみに制限することができます。

基盤と概念

VMware, Inc. 40



マシンのブループリント

マシン コンポーネントを含むブループリントは、マシンのプロビジョニングに使用されるワークフローを指定しま

す。ブループリントには、CPU、メモリ、ストレージなどの情報が含まれます。マシンのブループリントは、マシン

のプロビジョニングに使用されるワークフローを指定します。ブループリントには、必要なディスク イメージや仮想

化プラットフォーム オブジェクトの場所などの追加のプロビジョニング情報が含まれます。ブループリントはまた、

リース期間などのポリシーも指定します。セキュリティ グループ、ポリシー、タグなどのネットワークおよびセキュ

リティ コンポーネントを含めることもできます。

通常、マシンのブループリントとは、1 つのマシン コンポーネントと、関連付けられたセキュリティおよびネットワ

ーク構成要素のみを含むブループリントのことです。スタンドアロン ブループリントとして公開し、サービス カタ

ログでユーザーが利用できるようにすることができます。公開したマシンのブループリントはデザイン ライブラリ

でも再利用できるようになります。ソフトウェア コンポーネントおよび XaaS ブループリントと一緒に複数のマシ

ン ブループリントを組み合わせて高度なアプリケーション ブループリントを設計し、複数のマシン、ネットワーク

およびセキュリティ、完全なライフ サイクル サポート付きのソフトウェア、および XaaS のカスタム機能を含むカ

タログ アイテムをユーザーに提供できます。

スタンドアロン仮想マシンのブループリントの例として、1 つの CPU、2 GB のメモリ、および 30 GB のハード デ
ィスクを搭載した Windows 開発者ワークステーションを指定する場合があります。スタンドアロン クラウド マ
シンのブループリントは、1 つの CPU、2 GB のメモリ、および 160 GB のストレージを搭載した小さいインスタ

ンスの Red Hat Linux Web サーバ イメージを指定する場合があります。

ブループリントは、公開済みブループリントに設定されている資格に応じて、特定のビジネス グループ向けに作成

し、テナント内のグループ間で共有することができます。

カスタム プロパティをブループリントのマシン コンポーネントに追加して、マシンの属性を指定したり、デフォル

トの仕様をオーバーライドすることができます。 複数のカスタム プロパティを指定する場合、プロパティ グループ

を追加する方法が便利です。

ブループリントの作成の詳細については、を参照してください。

マシンのリースと再利用

マシンのリースと再利用のオプションは、リソースの使用状況を管理し、費用を抑えるためのメカニズムです。

マシン リースは、一定期間のみマシンへのアクセスを提供します。

展開を再利用すると、低負荷リソースを特定し、その所有者からそのリソースを再利用することができます。

マシンのリース

ブループリントは、プロビジョニングされたマシンのリース期間を定義できます。

ブループリントでリース期間が指定されていない場合は、有効期限を指定せずに、マシンはそのブループリントから

プロビジョニングされます。ブループリントでリース期間に単一の値が指定されている場合は、ブループリントのリ

ース期間に基づいた有効期限で、マシンはその ブループリントからプロビジョニングされます。有効期限は、マシン

がプロビジョニングされた時点からではなく、要求の時点から計算されます。 指定できるリース期間は、最長で 1 年
です。
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ブループリントでリース期間が指定されている場合には、ユーザーはマシン要求を送信する際に、その範囲内で希望

するリース期間を選択できます。マシン要求が要求されたリース期間に基づいて承認を受けることができるのは「常

時」の条件を使用している場合のみです。

vRealize Automation ブループリントにリース情報を入力します。外部アプリケーションで指定されたリース情

報は認識されません。

マシン リースの有効期限が切れると、マシンはパワーオフされます。アーカイブの有効期限が切れると、マシンは破

棄されます。有効期限を今後の日付に設定してリース期間を延長し、電源を入れなおすと、アーカイブしたマシンを

再度有効にすることができます。

マシンのリースの有効期限が近づいているときと、有効期限が切れたときに、マシンの所有者とビジネス グループ マ
ネージャに警告するために通知 E メールを送信することができます。

有効期限が切れる前であればいつでも、ユーザーはリース期間の延長を要求することができます。また、ビジネス グ
ループ マネージャまたはサポート ユーザーは、マシンがプロビジョニングされた後でも有効期限を変更できます。

再利用の概要

メトリックを使用して展開の再利用の候補となる十分に使用されていないマシンを特定することができます。

vRealize Automation によって提供される基本的なメトリックを使用してすべてのマシンのメトリック情報をソ

ートおよびフィルタすることができます。あるいは、vRealize Operations Manager エンドポイントを構成して 

vSphere 仮想マシンのメトリックおよびヘルス バッジを提供します。

候補となる展開を選択し、マシンの所有者に再利用要求を申請します。マシンの所有者は、決められた期間内に申請

に応答します。展開内のマシンが使用中の場合、マシンの所有者は再利用プロセスを停止してマシンの使用を継続で

きます。マシンが必要でなくなると、所有者は再利用のためにマシンをリリースすることができ、その時点でマシン

のリースは終了します。所有者が適時に応答しない場合、管理者が指定したリースが適用されます。所有者が引き続

きアクションを実行しない場合、マシンは新しい有効期限に基づいてパワーオフされて再利用され、リソースが解放

されます。

展開の拡張と再構成

プロビジョニングされた環境を拡張して、変化するワークロードの需要に対応することができます。水平方向に拡張

するにはスケール インまたはスケール アウトのアクションを使用し、垂直方向に拡張するにはマシンの再構成を使

用します。拡張および再構成アクションを管理するには、資格や承認ポリシーを使用する方法か、ブループリントに

制約を直接設計する方法を使用します。

スケール インまたはスケール アウト

展開をプロビジョニングした後、展開内の仮想マシンまたはクラウド マシンのインスタンス数を増減させることによ

って、変化するワークロードの需要に対応することができます。たとえば、クラスタ化されたアプリケーション サー

バ ノード、データベース ノード、およびロード バランサ ノードを備えた銀行取引用の　3 層アプリケーションを展

開したとします。需要が高まり、アプリケーション サーバ ノードの 2 つのインスタンスではすべてのトラフィック

を処理できなくなったとします。ブループリントではアプリケーション サーバのインスタンスが最大 10 個までサ

ポートされるため、スケール アクションを実行する資格があります。したがって、アプリケーションをスケール ア
ウトできます。vRealize Automation でプロビジョニングされたアプリケーション アイテムに移動して、スケー
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ル アウト アクションを選択し、アプリケーション サーバ ノードのもう 1 つのインスタンスを展開に追加します。

vRealize Automation によって、新しいマシンのプロビジョニング、アプリケーション ソフトウェア コンポーネ

ントのインストール、ロード バランサの更新が行われ、アプリケーションは増大する要求に対処できるようになりま

す。

需要が減少した場合は、環境をスケールインできます。アプリケーションが不要なリソースを使用しないように、新

しく展開したマシンおよびソフトウェア コンポーネントから先に破棄され、ネットワークおよびセキュリティ コン

ポーネントが更新されます。

表 5-4. 拡張可能なコンポーネントのサポート

コンポーネント タイプ

サポート

あり 注：

マシン コンポーネント はい スケール アウトではマシンの追加インスタンスをプロビジョニングし、スケール インでは後

入れ先出し方式でマシンを破棄します。

ソフトウェア コンポーネント はい ソフトウェア コンポーネントは拡張されるマシンに応じてプロビジョニングまたは破棄され

ます。アップデート ライフ サイクル スクリプトは、拡張されたマシン コンポーネントに依存

するすべてのソフトウェア コンポーネントで実行されます。

ネットワークおよびセキュリティ コン

ポーネント

はい ネットワークおよびセキュリティ コンポーネント（NSX ロード バランサ、セキュリティ グ
ループ、およびセキュリティ タグを含む）は、新しい展開構成に合わせて更新されます。

拡張は、ネットワークとセキュリティ（ロード バランサや展開の設定を含む）に影響を与えま

す。1 台以上のノードを含む展開をスケール インまたはスケール アウトすると、関連する 

NSX ネットワーク コンポーネントが更新されます。たとえば、オンデマンド NAT ネットワ

ーク コンポーネントが展開に関連付けられている場合は、拡張要求に応じて NAT ルールが更

新されます。

関連するロード バランサを含む環境をスケール インまたはスケール アウトすると、そのロー

ド バランサは、新しく追加されたマシンを含めるように、または撤去対象のロード バランシ

ング マシンを停止するように自動的に構成されます。

ロード バランサを含む展開をスケール アウトすると、そのロード バランサにセカンダリ IP 
アドレスが追加されます。スケール インとスケール アウトのいずれを実行するかに応じて、

ロード バランサでの仮想マシンの追加または削除や、IaaS データベースでの仮想マシンの保

存または削除が行われます。

XaaS コンポーネント はい 拡張可能とマークされ、ライフサイクル ワークフローが割り当てられている XaaS コンポー

ネントは、スケール インとスケール アウトが可能です。インスタンス数を指定できます。

ネストされたブループリント はい ネストされたブループリント内のサポートされるコンポーネントは、拡張されるマシン コンポ

ーネントとの明示的な依存関係を作成する場合にのみ更新できます。明示的な依存関係を作

成するには、デザイン キャンバスで依存関係を示す線を描画します。

展開をスケール　アウトする際、vRealize Automation では既存の予約で申請されたリソースを割り当ててからス

ケール アウトを実行します。スケール　アウトが部分的に完了し、割り当て済みリソースに対する 1 個以上のアイテ

ムのプロビジョニングに失敗した場合、リソースの割り当て解除は行われず、新しい申請で使用することはできませ

ん。拡張の失敗により、割り当て済みでありながら未使用のリソースは未解決リソースと呼ばれます。部分的に完了

したスケール　アウトを修正するため、環境の拡張を再度試みることができます。しかし、環境を本来のサイズにま

で拡張することはできません。部分的にスケール　アウトが完了している場合、未解決リソースの割り当ては解除さ

れないからです。申請の詳細画面を表示して、どのノードでどのタスクが失敗したかを確認し、もう一度拡張を実施

することで、部分的に完了したスケール　アウトを修正できるかどうかを判断します。拡張に失敗したり、部分的に

完了した場合でも、元の環境の機能に影響が及ぶことはなく、障害のトラブルシューティングを行いながらカタログ 

アイテムを引き続き使用することができます。
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クラスタ化された展開の場合、ブループリントから作成された展開環境には 2 台以上の仮想マシンが含まれるため、

ブループリントが使用するホスト名カスタム プロパティにマシン プリフィックスの値が含まれない場合は、拡張に

失敗します。この問題を回避するために、ブループリントの定義でマシン プリフィックス オプションを使用できま

す。使用しないと、拡張機能はクラスタ内の各仮想マシンと同様のホスト名設定の使用を試みます。詳細については、

VMware ナレッジベースの記事 KB2148213 (http://kb.vmware.com/kb/2148213) を参照してください。

再構成を使用したスケール アップまたはスケール ダウン

vSphere、vCloud Air、または vCloud Director 仮想マシンまたはクラウド マシンをプロビジョニングした後

で、変化するワークロードの需要に対応するには、マシンの再構成を申請して、CPU、メモリ、ストレージ、ネット

ワークのマシン リソース仕様を増やしたり（スケール アップ）減らしたり（スケール ダウン）します。また、カス

タム プロパティの追加、編集、削除や、説明の変更も可能です。マシンがパワーオンまたはパワーオフのいずれの状

態でも、マシンの再構成を申請してスケール アップまたはスケール ダウンが可能です。

仮想マシンまたはクラウド マシンをスケール アップのために再構成する場合、処理が実行される前に、申請された

リソースが vRealize Automation によって現在の予約上で割り当てられます。リソースが使用不可能な場合、マ

シンの再構成は失敗します。マシンの再構成申請が失敗した場合、スケール アップ用に割り当てられたすべてのリソ

ースは割り当て解除され、新しい申請に対して使用できるようになります。仮想マシンまたはクラウド マシンをスケ

ール ダウンのために再構成する場合、リソースは、再構成が正常に完了するまで新しい申請で使用できなくなりま

す。

表 5-5. 拡張のためのマシン再構成シナリオに必要な資格（vSphere、vCloud Air、vCloud Director のみ）

仮想マシンまたはクラウド マシンの所有者が実行する操作 必要な資格

必要な承認が得られたらすぐに拡張のための再構成を実行する。 再構成

拡張のための再構成を実行する日時を指定する。 再構成

スケジュール設定された時間までに申請が承認されなかったため、拡張の

ための再構成のスケジュールを再設定する。

再構成

失敗した再構成申請を再試行する。 再構成の実行

失敗した再構成申請をキャンセルする。 再構成のキャンセル

スケジュール設定された再構成申請をキャンセルする。 再構成のキャンセル
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XaaS ブループリントおよびリソース 
アクション 6
XaaS アーキテクトは、XaaS オプションを使用してブループリントを作成し、サービス カタログに公開できます。

また、ユーザーがプロビジョニング済みのアイテムに対して実行できる、プロビジョニング後の操作を作成および公

開することもできます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n XaaS ブループリントおよびアクションの作成

n カスタム リソース

n リソース マッピング

n XaaS ブループリント

n リソース アクション

XaaS ブループリントおよびアクションの作成

XaaS ブループリントおよびリソース アクションを使用して、新しいプロビジョニング、申請、またはアクション内

容を定義し、カタログ アイテムとして共通カタログに公開します。

申請またはプロビジョニング用に XaaS ブループリントとアクションを作成できます。申請用の XaaS ブループリ

ントはアイテムをプロビジョニングせず、プロビジョニング後の操作用のオプションもありません。申請用の XaaS 
ブループリントの例には、電子メールの送信、レポートの生成、複雑な計算実行などのブループリントがあります。

XaaS ブループリントの場合、結果はプロビジョニングされたアイテムです。[展開] タブのアイテムをアクセスして

管理できるように、カスタムリソースを作成することができます。

XaaS 仕様を定義するには、プループリントを作成して、カタログ アイテムとして公開します。カタログ アイテム

を公開したら、サービス カテゴリに含める必要があります。既存のサービスを使用するか、サービスを作成すること

ができます。テナント管理者またはビジネス グループ マネージャは、特定のユーザーにサービス全体の使用資格ま

たはカタログ アイテムのみの使用資格を付与できます。

プロビジョニング済みのアイテムに対してカスタム リソースを作成した場合は、消費者が実行できるプロビジョニン

グ後の操作を定義するリソース アクションを作成できます。また、IaaS など、XaaS ブループリント以外のソース

によってプロビジョニング済みアイテムのリソース アクションも作成できます。それには、カタログ アイテムのタ

イプを定義するためのリソース マッピングを最初に作成する必要があります。
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カスタム リソース

プロビジョン済みのアイテムへのアクセスと管理を行うオプションを持つ、プロビジョニング用の XaaS ブループリ

ントを作成できるように、カスタム リソースを作成する必要があります。カスタム リソースは、プロビジョニング

用のアイテムを定義します。ユーザーはこれらを使用して、ユーザーが実行できるプロビジョニング後の操作を定義

することができます。

カスタム リソースを作成して新しい種類のプロビジョニング済みアイテムを定義し、既存の vRealize 
Orchestrator オブジェクト タイプにマッピングします。vRealize Orchestrator オブジェクト タイプは、

vRealize Orchestrator プラグインの API を介して公開されるオブジェクトです。カスタム リソースは、プロビ

ジョニング用のブループリント ワークフローの出力タイプであり、リソース アクション ワークフローの入力タイプ

になることもできます。

たとえば、実行中の vCenter Server インスタンスがあり、vCenter Server プラグインを vRealize 
Orchestrator と連携するように構成している場合、vCenter Server API からのオブジェクト タイプは 

vRealize Orchestrator で公開されます。vCenter Server プラグインは、vRealize Orchestrator インベント

リの vSphere インベントリ オブジェクトを公開します。vSphere インベントリ オブジェクトには、データセンタ

ー、フォルダ、ESXi ホスト、仮想マシンとアプライアンス、リソース プールなどがあります。これらのオブジェク

トに対して操作を実行できます。たとえば、仮想マシンの作成と破棄またはクローン作成ができます。

vCenter Server API を介して公開される vRealize Orchestrator オブジェクト タイプの詳細について、

『vCenter Server Plug-In API Reference for vCenter Orchestrator』を参照してください。

リソース マッピング

vRealize Automation のカタログ リソース タイプと vRealize Orchestrator のインベントリ タイプ間のリソ

ース　マッピングを作成して、XaaS の外部でプロビジョニングされたリソースを管理することができます。

たとえば、ユーザーが自分の Amazon マシンのスナップショットをとるためのアクションを作成できます。このア

クションをプロビジョニングされた Amazon マシン上で動作させるには、関係する 3 つのコンポーネント、

XaaS、vRealize Orchestrator、および IaaS に共通の言語が必要です。この共通言語を作成するには、vRealize 
Orchestrator スクリプティング アクションまたはワークフローを実行する XaaS にリソース マッピングを追加

して、IaaS クラウド マシン リソース タイプを vRealize Orchestrator AWS:EC2Instance インベントリ タイ

プにマッピングします。

vRealize Automation はリソース マッピング、および下層の vRealize Orchestrator スクリプト アクションと

ワークフローを、vSphere、vCloud Director、および vCloud Air マシンに提供します。

XaaS ブループリント

XaaS ブループリントは、リソースの完全な仕様です。

XaaS ブループリントを使用して、事前定義済みおよびカスタム vRealize Orchestrator ワークフローを申請また

はプロビジョニング用のカタログ アイテムとして公開します。申請用のブループリントは、プロビジョニングを行わ

ずにワークフローを実行し、プロビジョニング済みのアイテムを管理するためのオプションはありません。プロビジ

ョニング用のブループリントを作成する前に、ワークフロー出力パラメータをカスタム リソースとしてマッピングす

る必要があります。その後、プロビジョニング後の操作を定義するリソース アクションを割り当てることができま

す。
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リソース アクション

カスタム リソース アクションを作成して、ユーザーが実行できるプロビジョニング後の操作を構成できます。

プロビジョニング後の操作を作成するには、vRealize Orchestrator ワークフローをリソース アクションとして公

開する必要があります。XaaS を使用してプロビジョニングしたアイテムのリソース アクションを作成するには、カ

スタム リソースをワークフローの入力パラメータとして使用します。XaaS 以外のソースを使用してプロビジョニ

ングしたアイテムのリソース アクションを作成するには、リソース マッピングをワークフローの入力パラメータと

して使用します。リソース アクションに使用資格を付与すると、プロビジョニング済みアイテムの [展開] タブの 

[アクション] ドロップダウン メニューにこれらのリソース アクションが表示されます。
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共通コンポーネント 7
vRealize Automation には、サービス カタログおよび IaaS（サービスとしてのインフラストラクチャ）、XaaS 
などのカタログ アイテム ソースに加えて、いくつかの共通コンポーネントがあります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 通知

n ブランディング

通知

カタログ要求、必要な承認の正常終了などのいくつかの種類のイベントに対しては、自動通知を送信できます。

テナント管理者は、[管理] - [通知] メニューの順に選択して、どのイベントが発生するとテナント内のユーザーに通

知が送信されるかを選択します。

各ユーザーは、通知を受け取るかどうかを選択できます。ユーザーはテナント管理者が構成するすべての通知を受け

取るか、またはまったく受け取りません。受け取る通知を細かく制御することはできません。

システム管理者は、電子メール通知を処理するグローバル電子メール サーバを構成できます。テナント管理者は、シ

ステムのデフォルト サーバをオーバーライドするか、またはグローバル サーバが指定されていない場合は、独自の

サーバを追加できます。

一部の電子メールには、ユーザーが通知に応答するために使用できるリンクがあります。たとえば、承認を必要とす

る要求に関する通知には、要求を承認するためのリンクとそれを拒否するためのリンクを含めることができます。
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!

テンプレート

通知を送信する

送信メール サーバを構成します。

いいえ

はい

いいえ

ユーザーは
必要な通知を受け取ります。

IaaS 通知を制御する
構成ファイルを編集します。

任意のイベントの通知を

有効にして、ユーザーが

更新の通知を受信

できるようにします。

通知を受信する受信メール

サーバを構成します。

はい

ユーザーが
通知に応答できる
ようにしますか?

IaaS 通知の

テンプレートを
カスタマイズ

しますか?

有効にした通知を受信す

るためのサブスクリプション

方法をユーザーに伝えます。 

通知の詳細については、を参照してください。
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ブランディング

各テナントは、vRealize Automation コンソールおよびログイン ページの表示レイアウトを変更できます。

システム管理者は、[管理] - [ブランディング] メニューの順に選択して、すべてのテナントのデフォルト ブランディ

ングを制御します。

テナント管理者は、同じメニュー シーケンスを使用して、ログイン ページ、ロゴ、背景色、ヘッダーおよびフッタ

ーの情報を含む、ポータルのブランディングを変更できます。

テナントのブランディングが変更された場合、テナント管理者はいつでもシステム デフォルトに戻すことができま

す。

ブランディングの詳細については、を参照してください。
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ライフ サイクルの拡張性 8
vRealize Automation のアーキテクチャは拡張性を意識して設計されています。さまざまな拡張性を使用する状

況に対応するため、vRealize Automation にはさまざまな構成オプションおよびツールが用意されています。

拡張性に関するこれらのトピックのほかに、にある製品のドキュメントの構成セクションに詳細な情報が用意されて

います。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vRealize Automation の拡張性オプション

n 既存および今後のインフラストラクチャの利用

n ビジネス関連サービスの構成

n イベントベースのワークフローを使用した vRealize Automation の拡張

n サード パーティ管理システムの統合

n 新しい IT サービスの追加と新しいアクションの作成

n 外部アプリケーションからの vRealize Automation サービスの呼び出し

n 分散実行

vRealize Automation の拡張性オプション

vRealize Automation は、複数のレベルのカスタマイズおよび拡張を可能にする柔軟性の高いクラウド管理プラッ

トフォームです。
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マシン
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マシン

仮想

マシン

仮想

マシン
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マシン
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マシン

1. 既存および今後のインフラストラクチャの利用

仮想

マシン

仮想

マシン
Windows

Amazon
Web サービス

Vmware
vCloud

プロバイダ

Vmware
vCloud

VMware
vSphere

Microsoft
Hyper-V

CITRIX
Xen

LINUX

物理 仮想 クラウド

vRealize Automation

vRealize Automation RESTAPI

ポリシー管理 Design Center

マルチベンダー、
マルチクラウド

Advanced Services
Designer

5. vRealize Automation サービスを
既存のアプリケーションから呼び出す

ServiceNow      PMG      Remedy
Homegrown サービス カタログ

コンピューティング インフラストラクチャ

（仮想、物理、パブリック クラウド）

ソフトウェア展開方法

サード パーティ
管理 システム

3. との統合

CMDB

DNS

IPAM

ロード バランサー

サービス デスク

監視

ストレージ

データベース

Web サービス

など。

4. 新しい IT
サービスの追加と
新しい 1 日 2 回の
操作の作成

サービスとしての

ストレージ、

サービスとしての

ロード バランシングなど。

VM のバックアップ、

チケットまたは

マシンのオープンなど。

vRealize
Orchestrator

IT プロセスの

2. ビジネス関連の
サービスの構成

プロビジョニング 

方法の指定

サービスの資格

カスタム プロパティ

リソース予約

カスタム マシン/OS  
プロパティ

など。

自動化

既存および今後のインフラストラクチャの利用

vRealize Automation は、多様なインフラストラクチャおよびプロビジョニング メソッドのサポートを提供して

います。

IaaS 管理者は、vSphere、Hyper-V、KVM (RHEV) などの仮想ハイパーバイザーを含むいくつかのインフラスト

ラクチャ ソース、VMware vCloud ® Air ™ や Amazon AWS を含むパブリック クラウド、および物理インフ

ラストラクチャを統合できます。

ブループリント作成者は、多様なインフラストラクチャのブループリントを構成することにより、プロビジョニング 

メソッドを含む多数のマシン オプションを制御できます。

サポートされているインフラストラクチャの種類およびプロビジョニング方法の完全なリストについては、vRealize 
Automation のサポート マトリックス を参照してください。インフラストラクチャのブループリントの作成の詳

細については、vRealize Automation の構成を参照してください。

ビジネス関連サービスの構成

vRealize Automation コンソールを使用すると、管理者はコードを書かずに Web ベースのユーザ インターフェ

イスでビジネス固有のポリシーおよびユーザ固有のポリシーを構成できます。

これらのビジネス ポリシーには、サービス カタログ、インフラストラクチャのリソース予約ポリシー、その他多数

に関する資格および承認が含まれます。
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vRealize Automation コンソールで実行できるカスタマイズ タスクの詳細については、『vRealize Automation 
の構成』を参照してください。

カスタム プロパティを使用すると、マシンのブループリント作成者はさまざまな目的のために追加のマシン プロパ

ティを定義したり、標準属性をオーバーライドしたりできます。

カスタム プロパティの使用および構成の詳細については、『vRealize Automation の構成』を参照してください。

イベントベースのワークフローを使用した vRealize Automation
の拡張

ワークフロー サブスクリプションを使用して、イベントに基づく vRealize Orchestrator ワークフローを実行でき

ます。

vRealize Automation には、サブスクライブできるイベント トピックが用意されており、IaaS リソースがプロビ

ジョニングまたは変更されたときにカスタム vRealize Orchestrator ワークフローがトリガされます。

詳細については、『ライフ サイクルの拡張性』を参照してください。

サード パーティ管理システムの統合

特にミッション クリティカルなシステムの場合、新しいマシンのプロビジョニングまたは廃止には通常、DNS サー

バ、ロード バランサ、CMDB、IP アドレス管理システム、その他のシステムなど、複数の異なる管理システムの操

作が必要です。

管理者は、あらかじめ決められた多様な IaaS のライフ サイクル ステージでカスタム ロジック（ワークフローとし

て知られている）を埋め込むことができます。このような IaaS ワークフローは、外部管理システムとの双方向統合

のために、vRealize Orchestrator に呼び出すことができます。

マシン ライフ サイクル拡張性の詳細については、ライフ サイクルの拡張性 を参照してください。

新しい IT サービスの追加と新しいアクションの作成

XaaS により、XaaS アーキテクトは、プロビジョニングされたリソース上で新しいサービスおよび新しい管理操作

を定義できます。

vRealize Automation は、マシン上で実行できる幅広い管理操作を提供します。マシンのバックアップの作成やセ

キュリティ チェックの実行など、新しいオプションでデフォルトの IaaS マシン メニューを拡張することに価値が

あることがご理解いただけるでしょう。

また、ユーザーがポータルを使用して他の計画を直接自動化できるように、サービス カタログに新しいサービス全体

を公開すると、便利な場合があります。サービス アーキテクトは、XaaS を使用することにより、サービスとしての

ストレージ、ネットワーク サービス、または仮想的なあらゆる種類の IT サービス用に XaaS ブループリントを作成

できます。

新しいカタログ アイテムの作成方法の詳細については、vRealize Automation の構成を参照してください。
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外部アプリケーションからの vRealize Automation サービスの呼

び出し

場合によって、組織は vRealize Automation コンソールではなくプログラムを使用して vRealize Automation 
を操作することがあります。

このような場合、vRealize Automation API は、ユーザ、インフラストラクチャ、デバイス、アプリケーションな

どのユーザー向けのビジネス対応ポリシーによって制御される、クラウド アクセスおよび操作のために、標準化され

た安全な RESTful インターフェイスを提供します。

XaaS を使用して作成されたものを含むすべてのブループリントは、vRealize Automation API を介して自動的に

公開されます。

分散実行

すべてのコアの vRealize Automation ワークフローは、分散実行環境で実行されます。

vRealize Automation ランタイム環境は、コア エンジンにインストールされた任意のワークフローを実行できる 1 
つ以上の DEM ワーカー インスタンスで構成されます。追加のワーカー インスタンスは、スケーラビリティ、可用

性、および分散のために必要に応じて追加できます。

スキルは DEM とワークフローの関連付けに使用でき、指定したワークフローの実行を、スキルが一致する特定の 

DEM または DEM のセットに制限できます。スキルは任意の数および任意の組み合わせで指定のワークフローまた

は DEM に関連付けることができます。たとえば、ワークフローの実行は、特定のデータセンター、またはワークフ

ローに必要な特定の API をサポートしている環境に制限できます。vRealize Automation Designer および 

CloudUtil コマンドライン ツールを使用すると、DEM およびワークフローにスキルをマッピングしやすくなりま

す。

分散実行およびスキルでの操作の詳細については、ライフ サイクルの拡張性 を参照してください。
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